
[bookmark: _Hlk144931831]【教員用】学習指導案 
進路学習「自分の学びたいことから文理選択を考えよう」

[bookmark: _Hlk144457827]■ 目標
・文理選択を複数の観点から考えることができる
・文理選択の理由を整理することができる

■ 所要時間　　約50分

■ 事前準備
ファイル「進路学習_自分の学びたいことから文理選択を考えよう」
※対象授業の「今日の学習のワークシート」からダウンロードできます。必要に応じて、授業の前に先生から生徒に配付しておいてください

■ 学習過程
	流れ
	分
	学習内容・学習活動
	予想される生徒の反応
	教師の支援

	導
入
	5
	【全体】今日の授業内容について動画を見る
	
	

	展
開
	5
	STEP 1
【個人】文理選択について理解し、先輩たちの体験談を読む(読んでみよう)

	
・文理選択が今後の進路選択に関わってくる部分も多いので、適切に選択することが重要であることを理解する
	
・[読んでみよう]の上にある文理選択の意義に関する文章(「文系とは……考えていこう。」)を読み、文理選択を、周囲の声や偏った見方で決めないよう、様々な観点から考える必要があることを伝える

	
	10
	STEP 2
【個人】テーマが同じで選んだ進路が異なる先輩の体験談を読み、自分の考えがどちらの先輩に近いか理由をまとめる(ワーク1)
【ペア】ワーク1の内容を共有する







【個人】5つのテーマの中から自分が興味・関心があるテーマを１つ決めて、「自分だったらそのテーマで具体的に何がしたいか」を書く。また、それが「文系」「理系」（または「文理融合」）のどれに近いかを調べる(ワーク2)
【ペア】ワーク2の内容を共有する

	
・自分がどちらの先輩に共感するか考えながら読む












・テーマが壮大で具体的に思いつかない

・文理の判断に迷う
	
・例えば、環境問題を解決したい先輩の場合、「海外と日本の比較から、環境保護に対する人々の意識と歴史的背景を学ぶために文系を選択したAさん」と「得意な数学を生かして、工学からのアプローチを志し、理系を選択したBさん」がいる。このように、テーマ(将来やりたいこと)から直ちに文理が決まるわけではないので、テーマに関心を持った理由を深掘りする必要があることを伝える
・生徒ワークシート解答例を基にいくつか具体例を提示する
・文理についてはインターネットで調べるよう伝え、判断できなければ、空欄のままでもよいと伝える

・ペアでの共有の時間を複数回とるなどして、生徒が他者の考えに多く触れられるようにするとよい

	
	15
	STEP 3　★(今日の山場)
【個人】(興味・関心がある「学問」がわかっている場合)
興味・関心を持っている「学問」をすべて書き、「学問探究MAP」で、それらの学問が文系・理系のいずれに該当するのかを調べる(ワーク3)
	
・これまでの授業で見出した、自分が興味・関心がある学問の名称を思い出せない






・ワークが早く終わってしまう

	
・自分が興味・関心がある学問の名称については、これまでの授業のワークシートを見返すよう伝える
・興味・関心がある「学問」がまだわからない生徒へは、ワーク3の後半の指示に従うよう伝える
(＋α)
・時間が余った生徒へは、それらの「学問」自体について、「学問調べ」を見たり、「先輩体験記」の『学問体験記』を読んだりしてさらに深く知ろうと声をかける

	
	5
	STEP 4
【個人】STEP 2・3を踏まえ、文理選択についての今の自分の考えを、理由とともに書く(ワーク4)
	
・周りの人に相談したくなる
	
・興味・関心や将来の志向は人それぞれであるので、他人の意見はあくまでも参考であり、自分なりに納得のいく理由を見出すことが大事であると説明する
(＋α)
・時間があれば、ワーク4の内容をペアで共有させてもよい

	ま
と
め
	5
	【個人】学習の目標を再確認し、振り返りを入力する。入力された内容が授業画面トップページのカードに反映されていることを確認する
	
	



